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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

〇総合評価コメント： 

脳と表現空間との新しいインタラクション技術である rBCI技術として、脳と AIの潜在空間を融合す

ることで、人が想起することで潜在空間内のベクトルを制御できることを示し、かつ、その神経基盤を

明らかにするという独創的で新規性の高い成果を得た。てんかん治療の目的に脳内に留置する電極から

得られる皮質脳波（ECoG）や fMRI信号、脳磁図(MEG)信号を元に得られる脳活動から、ヒトが日常生活

において経験する多様な認知・情動・想起・知覚内容についての表現空間を定量化する方法を開発した。 

特記すべき成果としては、103種類の大規模な認知課題群を実施する際の脳活動を fMRIで測定し、認

知機能と脳活動の関係を説明する脳内情報表現空間及びその全脳分布を示す情報表現マップを作成で

きた。また、皮質脳波から視覚認知内容を推定し、被験者が想起した画像を画面に提示する rBCIを開発

している。さらに、ヒトの脳活動から再構成される視覚像をトップダウン的注意により制御できること

を示した。画像生成 AI（Stable Diffusion; SD）と脳の潜在情報表現間の定量的な関係性を解析し、SD

の各コンポーネントと脳内における映像・意味表現に特異的な対応があること、脳活動を入力として SD

を介した知覚体験の解読が出来ることなどを示した。生成 AIを用いて fMRIから精緻な画像を生成でき

ることを示した世界初の成果であり、一般市民からも多くの注目を集めた。さらに脳磁図を用いて幻肢

運動の脳情報解読を行い、幻肢の脳内表現を変え、幻肢痛を治療できることを示した。 

査読有り論文 132 件（うち 114件英語論文誌）、166 件の招待講演、19件受賞、メディア報道 70件

など顕著で優れた対外発表成果があった。国内特許 5 件出願など知的財産権確保も積極的に行われた。

多数のヒト脳活動データセットを保有し公開している点も当該分野の基盤として研究コミュニティに

強く貢献している。 

トップクラスのジャーナル等での成果発表も多く、すぐれた成果を出している。ECoGなどの埋め込み

電極を用いた BMIの最先端を切り拓くものであり、脳表現の理解という科学的な基礎研究としての先進

性と、ALS患者支援など医学応用への社会貢献のインパクトがいずれも極めて高い。急速に進む AI研究

にタイムリーに追随して脳の表現空間で押さえるべき課題に取組み、分野を開拓したことは特筆すべき

である。 

  

A+ 非常に優れている 

 


